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10
月
７
日
県
民
会
館

第
２
会
議
室
に
お
い
て

た
た
か
う
労
働
組
合
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
、

職
場
・
地
域
か
ら
労
働

者
が
声
を
上
げ
、
改
憲

阻
止
、
大
幅
賃
上
げ
実

現
、
命
と
暮
ら
し
・
雇

用
と
地
域
を
守
り
平
和

で
公
正
な
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
、
盛
岡
労
連
第

34
回
定
期
大
会
を
コ
ロ

ナ
対
策
を
取
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

代
議
員
54
名
中
21
名

出
席
。
委
任
状
33
。
役

員
12
の
参
加
で
し
た
。

議
長
に
盛
岡
市
職
労
後

藤
潤
さ
ん
を
選
出
。
委

員
長
菖
蒲
沢
実
氏
か
ら

の
挨
拶
、
来
賓
の
い
わ

て
労
連
議
長
中
野
る
り

子
氏
か
ら
の
連
帯
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
大
教
職
労
組
、
盛

岡
市
職
、
地
区
国
公
、

社
会
福
祉
労
組
の
５
名

か
ら
の
発
言
が
あ
り
、

23
年
度
の
運
動
方
針
、

予
算
案
は
原
案
と
お
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
青
年
部
か
ら

医
大
教
職
組
合
か
ら
田

村

巧
氏
が
就
任
。
盛

岡
労
連
は
、
若
返
り
活

性
化
し
て
い
き
ま
す
。

田
村

巧
さ
ん
か
ら

建
交
労
鉄
道
岩
手
地

方
本
部
大
会
に
メ
ッ
セ

が
届
き
ま
し
た
。

建
交
労
鉄
道
岩
手
地

方
本
部
殿
、
定
期
大
会

の
開
催
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
盛

岡
地
域
労
連
の
議
長
に

な
り
ま
し
た
田
村
と
申

し
ま
す
。
単
組
は
岩
手

医
大
教
職
組
で
す
。

日
頃
よ
り
、
盛
岡
地

域
労
連
の
活
動
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
や
貨

物
輸
送
の
安
全
と
労
働

者
の
待
遇
改
善
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、

私
事
な
が
ら
列
車
の
一

利
用
客
と
し
ま
し
て
も
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
須
藤
さ
ん
に
は
、

６
月
、
当
組
合
の
青
年

た
ち
を
浄
法
寺
の
稲
庭

岳
に
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
の
縦
横

斜
め
に
生
い
茂
る
笹
ヤ

ブ
で
の
、
姫
竹
の
釣
果

に
み
な
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
（
そ
し
て
、
私
も
、

場
所
を
覚
え
ま
し
た
。
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
で
集
ま
る
の

が
大
変
な
中
の
大
会
だ

と
思
い
ま
す
が
、
実
り

多
き
大
会
、
そ
し
て
久

し
ぶ
り
の
仲
間
と
の
懇

親
を
深
め
る
時
間
と
な

り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
元
気
に

活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

盛
岡
地
域
労
連

田
村

巧

２０２２年１１月16日
NO １５９号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

・物価高騰などにより労働者の生活は困窮している。

・生計費原則にこだわり、落ち込んだ実質賃金を引き上げるためにも基準内賃金の４箇月

分一時金の底上げを

お
知
ら
せ

第
67
回
は
た
ら
く
女
性
の
岩
手
県
集
会

日

時

11
月
23
日

13
時
～
16
時

場

所

県
公
会
堂
26
号
室

参
加
費

１
０
０
０
円

講

演

「
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
正
義
を
求

め
て
」

講

師

清
末
愛
砂
（
き
よ
す
え
あ
い
さ
）

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
後
、
汚
染
さ
れ
た
土

地
に
住
民
を
住
み
続
け
さ

せ
よ
う
と
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ

（
不
拡
散
体
制
を
世
界
に

作
る
た
め
核
大
国
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
機
関
）
、
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
全
く
独
立
し
た

放
射
線
防
護
の
検
討
を
目

的
と
す
る
民
間
の
国
際
学

術
団
体
）
を
は
じ
め
国
際

原
子
力
ム
ラ
が
進
め
て
き

た
陰
謀
が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
福
島
で

行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
そ

の
具
体
化
で
し
た
。

岸
田
政
権
が
原
発
回
帰

を
進
め
よ
う
と
す
る
今
、

３
・
11
核
惨
禍
で
の
放
射

線
防
護
の
実
態
を
、
当
時

双
葉
町
長
だ
っ
た
井
戸
川

さ
ん
に
お
話
し
。
集
団
幻

覚
「
双
葉
町
の
詐
害
」
国

民
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
被
害
の
全
容
を
語
る

井
戸
川
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
呼
び
か
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

「
東
電
原
発
事
故
は
、

地
元
へ
の
ウ
ソ
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
行
っ
て

い
た
原
子
力
事
故
の
避
難

訓
練
は
、
本
番
の
事
故
の

た
め
の
予
行
演
習
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
事
故
の
本
番

に
な
っ
た
ら
予
行
演
習
の

シ
ナ
リ
オ
を
実
施
せ
ず
に
、

地
元
が
全
く
疎
外
さ
れ
て

「
想
定
外
」
の
シ
ナ
リ
オ

で
、
総
理
大
臣
が
指
揮
を

す
る
と
い
う
奇
想
天
外
な

こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
従
っ

て
、
地
元
の
自
治
体
は
全

て
の
情
報
の
外
に
置
か
れ

て
、
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定

に
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
我
々
地
元
の
浪
江

町
、
双
葉
町
、
大
熊
町
、

富
岡
町
、
楢
葉
町
、
広
野

町
は
防
災
訓
練
の
主
要
メ

ン
バ
ー
で
し
た
が
、
い
ず

れ
も
全
て
の
決
定
に
参
加

し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
な
ぜ
か
、
福

島
県
だ
け
は
最
初
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
福
島
県

は
、
事
故
情
報
の
第
10
条
・

第
15
条
通
報
が
あ
れ
ば
、

県
内
の
自
治
体
に
通
報
連

絡
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
こ
れ
を
行

わ
ず
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
情

報
原
子
力
施
設
が
事
故
を

起
こ
し
て
自
然
環
境
の
中

に
多
量
の
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
時
の
災
害
対

策
と
し
て
、
日
本
原
子
力

研
究
所
を
中
心
に
気
象
研

究
所
な
ど
の
協
力
を
得
て

開
発
さ
れ
た
、
計
算
に
よ

る
環
境
影
響
の
予
測
を
迅

速
に
行
う
計
算
シ
ス
テ
ム
）

を
閉
ざ
す
、
ヨ
ウ
素
剤
の

予
防
服
用
を
行
わ
な
い
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
値
が
高

い
と
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
基
準
１
３
０
０

Ｃ
Ｐ
Ｍ
を
10
万
Ｃ
Ｐ
Ｍ
に

引
き
上
げ
る
、
緊
急
時
環

境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
を
隠
す
な
ど
の
行

為
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
福
島
県
庁
はA

級

戦
犯
で
す
。

偽
装
前
の
原
子
力
災
害

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
れ

ば
、
事
故
対
策
本
部
事
務

局
の
Ｅ
ＲC

と
、
原
災
法

に
基
づ
く
政
府
現
地
対
策

本
部
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
二
元
体
制

の
も
と
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
に
設
け
る
合
同
対

策
協
議
会
（
双
葉
郡
６
町

参
加
が
基
本
）
に
住
民
安

�

全
班
、
放
射
線
班
、
医

療
班
な
ど
が
参
加
し
、
住

民
避
難
、
事
故
対
応
が
行

わ
れ
る
は
ず
で
し
た
。
し

か
し
今
回
は
、
全
く
違
う

や
り
方
を
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
参
加
を
阻
み
、

総

理
官
邸
の
幽
霊
組
織

（
内
閣
府
原
子
力
被
災
者

生
活
支
援
チ
ー
ム
）
が
、

全
て
を
指
揮
し
、
被
ば
く

被
害
は
無
か
っ
た
と
う
そ

ぶ
い
て
い
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
内
閣
府
原

子
力
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー

ム
と
い
う
組
織
は
、
原
災

法
、
炉
規
法
、
災
害
対
策

基
本
法
、
電
業
法
、
内
閣

府
中
央
防
災
会
議
の
防
災

基
本
計
画
（
抄
）
第
10
編

原
子
力
災
害
対
策
編
な
ど

の
ど
こ
に
も
定
め
ら
れ
て

い
な
い
幽
霊
組
織
な
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
は
、

法
外
な
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
問

題
、
子
ど
も
を
は
じ
め
と

す
る
被
ば
く
被
害
無
視
、

狭
い
避
難
範
囲
な
ど
、
全

て
の
悪
さ
を
し
て
い
る
組

織
に
双
葉
町
は
侵
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

事
故
前
の
約
束
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
事
故
時
は

何
を
さ
れ
、
何
を
守
れ
な

か
っ
た
の
か
を
語
っ
て
い

き
ま
す
。
」

新しい使い方
注目される米粉の魅力と実力

最近、米粉を使ったパンやクッキー、パスターなどを

よく見かけませんか。

微細な米粉を作る新しい製粉技術によって、これまで

小麦粉で作られていたものが米粉でも製造できるよう

になり家庭でも米粉の利用が広がりつつあります。

背景には、異常気象やウクライナ情勢により小麦製品

の高騰があります。

いっぽうグルテンによるアレルギーや疾病も増えてい

ます。

何よりも輸入小麦は、除草剤グリホサートの残留が問

題です。

米粉は、こうした問題を解決する救世主ともいえます。

国産米で作られる米粉は安心して食べられるのが魅力

です。

“新しい米粉”の特徴と選び方、料理のコツを紹介し

ます。

簡単 美味しい 体にいい

粉もの料理は、今日から米粉で❕

作る人にも、食べる人にもいいことがいっぱい ❕

主食、間食やおやつに幅広く利用できて離乳食、高齢

者のとろみ食にも大活躍❕

小麦粉の代わりに使えるだけでなく、小麦アレルギー

の人の食べものの幅が広がる❕

国産米が原料だから、除草剤など農薬の心配がない ❕

米粉を使うとココが いい❕

体にやさしい

▶アミノ酸バランスの良い米を、ご飯とは違う食べ方で

摂取できる。

▶小麦粉に比べて油の吸収率が低く、揚げ物に使うと冷

めてからもサクサク感が続き、脂っこくならない。

▶小麦粉より消化が良く、胃もたれしにくいのもメリッ

ト。小麦アレルギーのひとにも安心。

料理の後片付けも楽ちん

米粉の選び方

用途に合わせて選ぶ

▶米粉は粒子の細かさや米に含まれる成分によって、適

した用途がある。

▶パッケージに書かれた、用途別規準（①菓子・料理用

②パン用、③麺用）などの表示を参考に選ぶとよい。

人間が健康に生きて行く為に15９

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
３
7

当
時
双
葉
町
長
だ
っ
た
井
戸
川
さ
ん

盛
岡
労
連
第
34
回
定
期
大
会

新
委
員
長

青
年
部

田
村

巧
さ
ん

年末一時金要求
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９
月
27

日

三
ツ
石

に
駐
車
場
７
時
前
に
行
っ

た
ら
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
２
台
と
、
平
日
で
も

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
登

り
始
め
る
と
下
山
者
が

石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
七
戸

さ
ん
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

岩
手
山
」
見
れ
な
か
っ

た
と
残
念
そ
う
に
話
し

て
別
れ
た
。
５
時
30
分

頃
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が

見
れ
る
時
間
朝
３
時
頃

に
は
登
山
開
始
な
よ
う

で
す
。

一
人
な
の
で
ゆ
っ
く

り
登
山
、
休
憩
な
し
で

三
ツ
石
頂
上
に
。
青
空

は
少
な
く
な
い
が
、
岩

手
山
の
雄
大
な
姿
に
は

い
つ
も
感
動
す
る
。
三

ツ
石
避
難
小
屋
側
、
南

側
斜
面
も
紅
葉
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
の
紅

葉
は
赤
少
な
く
赤
茶
け

て
い
ま
し
た
。

風
も
な
く
登
山
日
和
、

頂
上
は
登
山
者
で
い
っ

ぱ
い
。
若
者
も
多
く
関

西
、
関
東
か
ら
の
元
気

な
お
ば
さ
ん
達
が
大

勢
い
て
賑
や
か
な
会

話
が
聞
こ
え
る
。
東

北
で
一
番
早
い
紅
葉

を
見
に
遠
く
か
ら
来

て
い
た
。

三
つ
沼
ま
で
行
き
ま

し
た
が
、
小
畚
は

ま

だ
紅
葉
は
早
い
、
下
山

12
時
30
分
の
紅
葉
登
山

で
し
た
。

遊
佐
さ
ん
は
、
一
関

機
関
区
で
気
動
車
乗
務

員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、

一
関
分
会
書
記
長
と
し

て
活
躍
し
て
頂
き
ま
し

た
。
民
営
分
割
闘
争
で

は
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反

対
の
先
頭
に
立
っ
て
た

た
か
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
一
関
機
関

区
廃
止
の
前
に
北
上
の

貨
物
会
社
子
会
社
（
現

在
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
）

に
出
向
し
て
退
職
後
も

組
合
活
動
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長

年
の
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

宮
城
県
最
賃
８
８
３
円

（
10
月
改
定
）

現
在
の
時
給
８
６
４
円

（
日
給
６
４
０
０
円
・

７
．
４
時
間
）
最
賃
を

下
回
る
こ
と
に
な
る
。

建
交
労
鉄
道
宮
城
地

本
は
、
10
月
19
日
Ｊ
Ｒ

貨
物
東
北
支
社
経
営
業

議
会
で
是
正
を
求
め
て

行
き
ま
す
。

足
元
の
日
本
の
経

済
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
?

本
田
由
紀
さ
ん
の
講

演
は
、
デ
ー
タ
を
元
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
。

衰
え
る
経
済

世
界
時
価
総
額
ラ
ン

キ
ン
グ

１
９

８
９
に

は
ラ

ン
キ
ン

グ
上

位
を
し

て
い

た
日
本

企
業

が
２
０

１
９

年
に
は

一
社

に
。

ア
メ

リ
カ
の

ア
ッ

プ
ル
、

マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
３
社
だ
け
で

日
本
で
上
場
す
る
全
企

業
の
合
計
を
上
回
る
。

・
・
・
・
省
略
・
・
・

日
本
企
業

新
任
社

長
の
平
均
年
齢
の
高
さ
、

多
様
性
の
無
さ
。

配
当
金
・
形
状
利
益
・

内
部
留
保
・
役
員
報
酬

は
上
昇
、
労
働
者
だ
け

低
迷
。

人
材
投
資
は
縮
小

企
業
は
学
ぶ
機
会
を

与
え
ず
、
個
人
も
学
ば

な
い
傾
向
が
強
い
。
日

本
企
業
で
は
、
デ
ー
タ

の
活
用
が
進
ん
で
い
な

い
。
日
本
企
業
の
Ｄ
Ｘ

進
展
度
大
き
く
遅
れ
て

い
る
。

上
が
ら
な
い
実
質
賃
金

実
質
賃
金
指
数
の
推

移
の
国
際
比
率
１
９
９

７
年
１
０
０
、
２
０
１

８
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
１

３
８
．
９
、
Ｅ
Ｕ

２

８
ヵ
国
１
１
３
．
９
、

日
本
９
０
．
１
。
利
潤

を
溜
め
こ
み
労
働
者
に

分
配
し
な
い
企
業
。
非

正
規
雇
用
者
率
の
増
加
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
の

多
さ
、
最
低
賃
金
水
準

の
低
さ
。
労
働
条
件
交

渉
し
な
い
日
本
人
。
入

社
後
も
賃
金
交
渉
せ
ず
。

衰
退
す
る
労
働
運
動
。

最
低
限
、
必
要
な
こ
と

最
低
賃
金
を
上
げ
、

全
国
一
律
１
５
０
０
円

を
一
刻
も
早
く
。
・
・
・

省
略
・
・
・
軍
備
増
強

で
は
な
く
労
働
市
場
政

策
・
社
会
保
障
へ
の
政

府
支
出
の
拡
大
・
所
得

税
、
金
融
資
産
税
、
相

続
税
の
強
化
、
企
業
減

税
の
縮
減
。

個
々
の
企
業
を
超
え

た
労
働
運
動
及
び
市
民

運
動
の
活
性
化
。
「
自

己
責
任
」
や
諦
め
か
ら

は
何
も
生
ま
れ
な
い
。

目
指
す
べ
き
方
向

・
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
に

尊
重
さ
れ
、
可
能
性
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
て
生
き
て
ゆ
け

る
社
会
・
「
今
と
は
逆

な
社
会
」
へ
・
社
会
の

足
り
な
い
機
能
を
補
い
、

政
策
提
言
や
行
政
の
施

策
に
結
び
つ
い
て
い
く

柔
軟
な
組
織
・
団
体
・

個
人
の
重
要
性

オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
習

会
良
か
っ
た
。

「
賃
金
が
上
が
ら
な
い
国
」

か
ら
本
気
の
賃
上
げ
実
現

あなたも労働組合で

声を上げよう
物
価
高
騰
!
暮
ら
し
・
営
業
守
れ
と
11
・
３
決
起
集
会
か

11
月
３
日
岩
手
県
公
会
堂
で
会
場
１
０

０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
28
名
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
い
わ
て
労
連
中
野
る
み
子
議
長
。
来
賓
の
挨
拶
共
産
党
斎
藤
県
議
後
。
記
念
講
演
「
憲

法
を
生
か
し
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本
田
由
紀
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
。

私
た
ち
の
訴
え
で
。
民
商
か
ら
物
価
高
で
経
営
が
悪
化
抜
本
的
な
対
策
を
。
農
民
連
か
ら
肥
料
代
高

騰
で
農
産
物
は
赤
字
こ
の
ま
ま
で
は
、
農
業
は
で
き
な
く
な
る
。
県
医
労
か
ら
コ
ロ
ナ
で
医
療
従
事
者

は
人
手
不
足
で
、
職
員
が
通
常
業
務
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
患
者
の
対
応
に
あ
た
り
、
過
酷
な
労
働
環
境
を

強
い
ら
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
モ
は
、
雨
は
上
が
り
ま
し
た
が
肌
寒
い
気
候
で
し
た
が
、
元
気
な
に
「
賃
金
を
引
き
上
げ
て
」

「
社
会
保
障
の
拡
充
」
「
不
安
な
く
営
業
を
続
け
た
い
」
と
今
春
闘
で
物
価
上
昇
に
似
合
っ
た
賃
上
げ

を
勝
ち
と
り
ろ
う
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
若
い
人
の
参
加
も
あ
り
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

紅
葉
を
求
め
て
全
国
か
ら

三
ツ
石
山

前
号
で
「
十
一
月
は
笑

い
を
友
に
晩
酌
を
」
と

た
わ
ご
と
を
閉
じ
た
が
、

家
庭
の
事
情
で
自
分
時

間
が
激
減
し
、
笑
い
が

遠
の
い
た
。
こ
ん
な
時

に
思
い
出
す
の
は
あ
の

言
葉
だ
。
以
下
は
、
二

年
半
前
の
「
た
わ
ご
と
」

の
抜
粋
で
あ
る
。

～
ナ
チ
ス
に
強
制
収

容
所
に
送
ら
れ
た
ウ
ィ
ー

ン
生
ま
れ
の
精
神
科
医

フ
ラ
ン
ク
ル
の
言
葉
。

「
人
は
強
制
収
用
所
に
、

人
間
を
ぶ
ち
込
ん
で
す

べ
て
奪
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
た
っ
た
ひ
と
つ
、

あ
た
え
ら
れ
た
環
境
で

い
か
に
ふ
る
ま
う
か
と

い
う
、
人
間
と
し
て
最

後
の
自
由
だ
け
は
奪
え

な
い
・
（
中
略
）
・
人

間
は
運
命
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
『
態
度
』
を

と
る
か
と
い
う
自
由
が

あ
る
」
（
「
夜
と
霧
」

訳
：
池
田
香
代
子
）
～

し
か
し
、
こ
の
ぼ
ん

く
ら
で
は
「
そ
う
は
思
っ

て
も
・
・
・
」
で
あ
る
。

で
も
、
少
し
で
も
近
づ

き
た
い
も
の
だ
。
笑
い

の
力
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
。

そ
う
い
え
ば
、
誰
か

が
こ
ん
な
こ
と
を
云
っ

て
い
た
。
「
大
丈
夫
と

い
う
漢
字
に
は
三
人
の

『
人
』
が
入
っ
て
い
る
、

人
を
支
え
人
に
支
え
ら

れ
る
こ
と
ば
、
そ
し
て

何
よ
り
自
分
自
身
を
支

え
て
く
れ
る
魔
法
の
こ

と
ば
で
す
」
と
。

十
一
月
は
、
自
分
に

「
大
丈
夫
！
」
を
繰
り

返
し
な
が
ら
晩
酌
と
し

よ
う
。
苦
し
み
悩
ん
で

い
る
人
に
も
「
大
丈
夫
！
」

と
笑
顔
で
。

。

11
月
の
た
わ
ご
と
「
ま
た
も
や
晩
酌
」

細
川
忠
雄

49
年
間
ご
苦
労
様

もう黙っては
いられない

三ツ石頂上から

三つ沼

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
40

ア
メ
リ
カ
は
台
湾
を
「
守
る
」
と
い
う

政
府
や
議
会
の
要
人
を
台
湾
に
送
り

習
近
平
が
台
湾
に
武
力
侵
攻
す
れ
ば

ア
メ
リ
カ
は
武
力
で
こ
れ
を
抑
え
る
と
い
う

そ
の
時
は
日
本
の
米
軍
基
地
が
使
わ
れ
る

日
本
の
自
衛
隊
が
使
わ
れ
る

米
軍
基
地
は
中
国
の
ミ
サ
イ
ル
に
狙
わ
れ
る

自
衛
隊
は
中
国
の
敵
軍
と
見
な
さ
れ
る

日
本
は
米
中
戦
争
の
戦
場
に
な
る

そ
れ
を
防
ぐ
の
は
日
本
の
世
論

米
軍
は
日
本
か
ら
出
撃
す
る
な

自
衛
隊
は
米
軍
に
協
力
す
る
な

こ
の
世
論
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で

日
本
を
戦
場
に
す
る
こ
と
が
防
げ
る

こ
の
世
論
を
皆
で
盛
り
上
げ
よ
う井

上

駿

働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
過
酷
な
仕
事
の
中
働
く
仲
間
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
最
賃
下
回
る


